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目本産とサハ リン産原油にお けるア ル カン 成分の 類似性と微生物叢の 多様陸
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石油は我々 の 生活に必須 の エ ネル ギ
ー

源 で あり、また多種類の化学物質の原材料として重要で ある。しか しそ の 成因

は 明らか にされて い ない。石油の起源を推定するために産地が異なる原油の アル カン組成と微生物叢を解櫛して い る。

今回は 日本産原油（南阿賀原油と申川原油）とサハ リン 産輸入原油［サハ リン   および   ］につ い て解析した 。 アル カ

ン組成は原油か らジクロ ロメタン で 抽出後、  一MS で解析し鳥 また微生物叢は原油か ら50％イソオ クタン沈澱法で得

た乾燥粉末より市販キットで DNA を抽出・精製した後、16S　rRNA 遺伝子を PCR ．で増幅させ、塩 i麺函 1亅を解析して真正

細菌と古細菌を推定した。 申川原油とサハ リン （H）原油の アル カン 組成は類似し、南阿賀原油とサハ リン   の 組成は類

似して い た。しかしこれらの 原油には中東産や中国産原油には見られない 特徴的な未知成分が共通 に含まれ て い た。
一

方微生物叢はそれぞれに特徴的で あっ tc。申川原油は 中東産輸入原油と類似点が多く、AciiietobcuaT，　EiPhingobittnl，

鋤 む所  顔 蹴 未知 FinniCz｛tes が共通 して 居 り、 中温性 の 既知真正細菌が多か っ た 。 サ ハ リン （U）で は 未知

DesuifitiniicFvbim（相同性 84％）、未知 Actinohactmu（相同性 93％）など大部分が未知の 微生物で あっ た。 さらに嫌気

性や好禦牲細菌（（淋   G 物 頭   ）が多く検出され、数多くの 古細 菌も検出され鵡 しかし南阿賀原油とサハ リン  

原油で は全く異なる微生物叢を示した。
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高松塚古墳石 蹇および石室解体作業中に採取された試料に お ける菌類購 巨解析
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国宝高松塚古墳壁画の 微生物汚染の 原因究明の ため 、 従来の培養法に加えて培養によらな い群集解析手法を用い る

ことに した。そ こで、我々 は 2007年以降の墳丘部の 発掘お よび 石室解体作業の 過程 で 得られた石室内 （盗掘ロカバ

ー）、石室を構成する壁石間および石室外（石室周辺の 試料）の 試料 35 点を用い て 18S　ri）NA 部分塩基酉蔽ljに よる

DGGE 解析を行い 、得られた塩 覇 副 をもとに各試 梯 こおける菌類分類群め 推定を行うとともに分離 音養法による結果

との 廖鮫鮒 斤を行っ た。 その 結果、 石 室内・外・壁石間か らは 、子嚢菌門、担子菌門、接合菌門、ツボカビ 門の 仲間が検

出された。特に 子嚢菌門の 仲間が圧倒的に多く、EurCtiales、　HYpoereales、　Chaetothyriales、　Helotiales、　Sa  h踟 mycc 祕 es

の順で熱 ・害1｝合を示してい た。 中でもEurDtiakesとHyPoc　ea ］es が高い割合を示したことは、培養法による結果と
一致し

て い た。培養法の結果に お い て、ほ ぼ全て の 試料で優占分類群として Eurotialesに属す る Penictilinm　reが 認め られた

が、群集解析の 結果に おい て 、石室を構成する壁石間の 試料では EurCtialesよりもα 1翻 誡es が特に高レ丶割合で検

出された点は培養法 の 結果と異なっ て い た 。 植物 限と関係 の ある分類群カミ含まれ るHelotialesは 石 室外の試料で多く検

出され た。以 上の ことか ら、DGGE による群集解祈の 結果をみ る限り、石 室内・石 室を構成する壁 石間・石 室 外の 菌類相

（mycobiota ）は 中間部分が境となり大きく異なっ て い ることが わか っ た。
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